
 

（市）令和９年度に整備の構想や計画を策定を予定しており，警察や交通事業者と

の協議については，その翌年度である令和 10 年度（構想策定の次の年度）から

取り組んでいく見通しである。 

（市）整備候補地であるバス乗り継ぎ場の周囲が，全て道路に囲まれているため，

安全面の確保が課題となっていた。そのため交通の安全確保対策や，今後の具体

的な協議の進め方・スケジュール感の確認のため，県警本部に相談を行った。 

 



・敷地内での具体的なバスの転回等の方法についてはまだ話し合っておらず、これ

から検討していくということか。 

（市）警察から具体的な施設規模，想定する機能などが定まってから改めて確認し

たいとの回答があった。簡易的な資料ではなく，専門家を交えて図面や切り回し

の方法をきちんと策定した上で，相談してほしいと回答があったため，今後は予

算を計上して専門的・具体的に検討を進めていく方針である。 

 

・住民は様々な期待を持ちながら検討の推移を見守っており，少しずつ関心も浸透

してきているが，完成した際に落胆を招く結果になることを心配している。結果

として意見がまとまるのに時間がかかる可能性はあるが，判断材料が示されない

と住民は強い不安を抱くため，たたき台などの資料をしっかりと提供してほし

い。 

 

（市）これまでも様々な想定はしてきたが，専門知識を交えないまま作成した資料

では，後から警察等との協議の中で実現不可となるリスクが極めて高い。そのた

め，まずは専門家に図面などの資料作成を依頼し，それをたたき台として皆様に

提示しながら意見をいただき精査をしていく予定。 

（市）当初は柏市が自前で基本構想を作成する予定であったが，専門知識がない状

態では，検討の漏れる事項が発生するリスクがある。また，今回の警察協議を経

て，より確実な構想を立てる必要性が浮き彫りとなった。そのため，新たに 1 年

をかけて「基本構想・整備計画」をしっかりと策定する方針である。 

（市）警察からの具体的な最低条件の提示はなかった。今回は，具体的な平米数な

どの細かい情報を提示できなかったため，まずは複合的な要素や規模感をきちん

と決めてから再度相談してほしいという助言を受けた。 

（市）専門的な知見を持つ事業者に検討を依頼しつつ資料作成を進めることで，計

画が白紙に戻るような懸念や，リスクを軽減できると考えている。外部の専門的



な知見を活用する方針へ大きく切り替えることで，確実な計画策定を目指す。 

（市）近隣センターの見直しには，交通関係部署や子ども関係部署など，様々な公

共施設に携わる部署が関わっている。現在は，各関係部署と一つ一つ確認や調整

を行っている段階であり，寄せられた意見も加味しながら今後進め方を検討して

いく。 

 

（市）貸室や図書館だけでなく，ホールの機能についても整理対象の一つに含まれ

ている。また，防災拠点としての活用についても同様に含まれるという認識で相

違ない。

（市）警察からもう少し具体的な図面を持参するよう指摘されている。そのため，

今回予算を計上して，専門家による具体的な図面を用意し，それをしっかりと皆

さんに提示していくべきであると判断した。 

 

  

（市）現在は整備構想・計画を発注するための仕様書を作成している段階である

が，ワークショップの回数や想定するニーズによって発注内容が変わるため，整

備検討会では，仕様書に盛り込むための住民にヒアリングすべき事項などの意見

を募り，発注内容を固めていきたいと考えている。 

（市）現状では，敷地の形状や，地下の利用，地上何階建てといった構造のパター

ンがまだ定まっていない状況である。今後は専門業者に委託し，住民に愛される



施設にするための様々なパターンを作成していく。その過程で，検討会やワーク

ショップで住民から意見を募っていく予定である。専門業者への委託が進む中

で，徐々に詳細が明らかになっていくため，現段階では具体案や図面を提示でき

ないことについてご理解いただきたい。 

 

（市）整備検討会では，委員がそれぞれの所属団体や身の回りから吸い上げた意見

をもとに，今後の意見聴取の進め方について知見をいただきたいと考えている。

次回の整備検討会に向けては，可能な限り皆様にご納得いただけるような資料を

準備していく。 

（市）機能を集約する方法も一案ではあるが，市民からは多種多様な意見が出され

るため，万人が納得する設備配置は非常に難しい。そのため，現状は地域ごとの

バランスを考慮した一律の配置となっている。より良い施設づくりの方策の一つ

として意見は承るが，実際の導入は難しい。 

（市）現時点でワークショップ自体の開催は予定していない。整備検討会では，来

年度に効果的なワークショップを実施するために，どのような対象者に向けて開

催すべきかというパターンを検討・整理する役割をお願いしたい。 

（市）現在は関係部署と調整中であり，具体的にどのような仕様にするかはまだ決

まっていない。ワークショップの規模や回数は人件費や発注価格に直結するた



め，事前に本検討会から意見をもらい，それを仕様書に入れ込む予定。 

 

（市）検討する。 

 （市）次回検討会を８月８日（土）に開催予定。 


